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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 3,161 ― △290 ― △290 ― △318 ―

20年3月期第3四半期 2,916 △16.5 △213 ― △229 ― △396 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △76.59 ―

20年3月期第3四半期 △95.41 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 9,231 2,396 26.0 576.57
20年3月期 7,230 2,744 38.0 660.04

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  2,396百万円 20年3月期  2,744百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 6.00 6.00
21年3月期 ― 0.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 6.00 6.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,800 △5.1 150 △48.7 140 △50.3 △60 ― △14.43

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務情報等】４．その他をご覧ください。  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注)詳細は、３ページ【定性的情報・財務情報等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算定しており、実際の業績は様々な要因によって予想数値と異なる結果となる場合があります。
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  4,505,757株 20年3月期  4,505,757株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  348,640株 20年3月期  347,090株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  4,157,834株 20年3月期第3四半期  4,159,080株



 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国におけるサブプライムローン問題から端を発した世界的

な金融市場の混乱が影響し、更には、外国為替市場における急激な円高などにより景気は急速に悪化し、雇用情勢

の悪化も伴って大変厳しい経済状況で推移いたしました。 

 建設業界におきましては、公共投資の減少傾向が依然として続き、民間投資も金融不安の影響によるマンション

デベロッパーの新規事業見直しや企業収益悪化に伴う設備投資の延期など、受注環境が厳しさを増す中で推移しま

した。 

 このような事業環境のもと、当社グループは、受注目標の達成に向けて営業体制の効率化と拡充を図り、また、

仕入材価格上昇の影響を抑えるための工事原価圧縮や工程管理の徹底を図るなど、収益力の向上に努めました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の受注高につきましては、74億42百万円、売上高につきましては、31億61

百万円、営業損失２億90百万円、経常損失２億90百万円、四半期純損失３億円18百万円となりました。 

 なお、当社グループの主たる業務である建設工事業の売上高は、通常の業務の形態として第４四半期連結会計期

間に完成する工事の割合が大きく、業績に季節的変動があります。 

  

（１）資産、負債、純資産の状況 

（資産） 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて36.9％増加し79億38百万円となりました。これは、主に未成工事支出

金等が増加したことによるものです。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて9.8％減少し12億93百万円となりました。これは、主に保険積立金の

満期解約および会員権の売却などにより減少したことによるものです。 

 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて27.7％増加し92億31百万円となりました。 

（負債） 

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて68.2％増加し64億31百万円となりました。これは、主に未成工事受入

金等が増加したことによるものです。 

 固定負債は、前連結会計年度末に比べて39.0％減少し４億３百万円となりました。これは、主に長期借入金等

が減少したことによるものです。 

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて52.4％増加し68億34百万円となりました。 

（純資産） 

 純資産合計は、前連結会計年度末に比べて12.7％減少し23億96百万円となりました。これは、主に利益剰余金

が減少したことによるものです。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて41百万円減少

し１億98百万円となりました。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 未成工事受入金の増加などで資金増加がありましたが、未成工事支出金の増加などで資金減少もあり、84百万

円のプラスとなりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 保険積立金の解約や敷金保証金の回収などにより、76百万円のプラスとなりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 短期借入金の増加もありましたが、長期借入金の返済などにより２億１百万円のマイナスとなりました。 

  

定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 平成21年３月期の通期連結業績予想につきましては、平成20年５月22日付「平成20年３月期決算短信」にて公表

いたしました業績予想を修正しております。 

 詳細は、平成21年２月６日公表の「業績予想の修正並びに取締役報酬の減額に関するお知らせ」をご参照くださ

い。 

  



 該当事項はありません。 

   

（簡便な会計処理） 

 １．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によ

っております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。 

  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

 該当事項はありません。 

  

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

２．材料貯蔵品については、従来、主として総平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたこと

に伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）

により、算定しております。 

 なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。 

  



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 674,929 716,431

受取手形・完成工事未収入金等 720,643 2,049,587

未成工事支出金 6,156,335 2,743,097

材料貯蔵品 9,958 10,219

その他 377,306 285,694

貸倒引当金 △963 △8,234

流動資産合計 7,938,209 5,796,795

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 218,013 222,743

土地 551,163 551,163

その他（純額） 39,269 47,820

有形固定資産計 808,447 821,727

無形固定資産   

ソフトウエア 3,921 4,301

その他 20,549 20,558

無形固定資産計 24,471 24,859

投資その他の資産   

投資有価証券 157,558 151,978

その他 349,728 491,746

貸倒引当金 △46,851 △56,456

投資その他の資産計 460,435 587,269

固定資産合計 1,293,354 1,433,856

資産合計 9,231,563 7,230,652



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 1,336,176 1,451,037

短期借入金 1,363,600 1,283,900

未払法人税等 1,992 5,200

未成工事受入金 3,571,667 949,924

賞与引当金 26,125 55,021

工事損失引当金 64,345 2,584

その他の引当金 4,149 18,936

その他 63,538 57,990

流動負債合計 6,431,596 3,824,595

固定負債   

長期借入金 325,200 581,400

負ののれん 5,616 7,488

その他 72,269 72,269

固定負債合計 403,086 661,158

負債合計 6,834,682 4,485,753

純資産の部   

株主資本   

資本金 885,697 885,697

資本剰余金 1,263,412 1,263,412

利益剰余金 372,640 716,059

自己株式 △124,349 △123,886

株主資本合計 2,397,399 2,741,282

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △519 3,616

評価・換算差額等合計 △519 3,616

純資産合計 2,396,880 2,744,899

負債純資産合計 9,231,563 7,230,652



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

完成工事高 3,161,312

完成工事原価 2,817,511

完成工事総利益 343,801

販売費及び一般管理費  

役員報酬 73,282

従業員給料手当 278,824

賞与引当金繰入額 21,311

退職給付費用 11,212

減価償却費 15,237

その他の販売費及び一般管理費 234,662

販売費及び一般管理費合計 634,530

営業損失（△） △290,729

営業外収益  

受取利息 3,895

受取配当金 989

負ののれん償却額 1,872

材料報奨金 21,686

その他 12,403

営業外収益合計 40,846

営業外費用  

支払利息 25,155

手形売却損 11,548

その他 3,698

営業外費用合計 40,401

経常損失（△） △290,285

特別利益  

貸倒引当金戻入額 16,876

特別利益合計 16,876

特別損失  

固定資産除却損 10

特別損失合計 10

税金等調整前四半期純損失（△） △273,418

法人税、住民税及び事業税 3,090

法人税等調整額 41,959

法人税等合計 45,049

四半期純損失（△） △318,467



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △273,418

減価償却費 22,641

負ののれん償却額 △1,872

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,876

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,590

賞与引当金の増減額（△は減少） △28,895

工事損失引当金の増減額（△は減少） 61,760

受取利息及び受取配当金 △4,884

支払利息 25,155

売上債権の増減額（△は増加） 1,328,944

未成工事支出金の増減額（△は増加） △3,413,238

たな卸資産の増減額（△は増加） 261

その他の流動資産の増減額（△は増加） △89,075

仕入債務の増減額（△は減少） △128,978

未成工事受入金の増減額（△は減少） 2,621,743

その他の流動負債の増減額（△は減少） 24,584

その他 185

小計 112,449

利息及び配当金の受取額 4,730

利息の支払額 △22,647

法人税等の支払額 △10,278

営業活動によるキャッシュ・フロー 84,253

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △7,874

投資有価証券の取得による支出 △12,554

会員権の売却による収入 15,670

貸付けによる支出 △5,400

貸付金の回収による収入 2,194

保険積立金の積立による支出 △14,678

保険積立金の解約による収入 85,386

敷金及び保証金の回収による収入 13,935

その他 △562

投資活動によるキャッシュ・フロー 76,116

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 189,000

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △465,500

自己株式の取得による支出 △463

配当金の支払額 △24,952

財務活動によるキャッシュ・フロー △201,915

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △41,545

現金及び現金同等物の期首残高 240,216

現金及び現金同等物の四半期末残高 198,671



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 （注）１ 事業の区分は、日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

(1）建設工事業・・・・建物外壁防水工事、改修工事、その他防水工事等に関する事業 

(2）その他の事業・・・建築資機材の賃貸・販売に関する事業及びグラフィックフィルムのデザインの

企画・設計・制作・販売・施工に関する事業 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。 

   

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

海外売上高がないため、記載しておりません。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  
建設工事業
（千円） 

その他の事業
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  3,144,487  16,824  3,161,312  －  3,161,312

(2）セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 －  70,138  70,138 (70,138)  －

計  3,144,487  86,963  3,231,450 (70,138)  3,161,312

営業損失（△）  △252,415  △12,432  △264,847 (25,881)  △290,729

〔所在地別セグメント情報〕 

〔海外売上高〕 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  



「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

  

科目 

前年同四半期
（平成20年３月期 
第３四半期） 

金額（千円）

Ⅰ 売上高  2,916,389

Ⅱ 売上原価  2,516,535

売上総利益  399,853

Ⅲ 販売費及び一般管理費  613,299

営業損失（△） △213,446

Ⅳ 営業外収益  24,665

Ⅴ 営業外費用  41,056

経常損失（△） △229,837

Ⅵ 特別利益  13,960

Ⅶ 特別損失  140,567

税金等調整前四半期 
純損失（△） 

△356,444

税金費用  40,352

四半期純損失（△） △396,797



前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

 （注）１ 事業の区分は、日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。 

２ 各区分に属する主要な事業の内容 

(1）建設工事業・・・・建物外壁防水工事、改修工事、その他防水工事等に関する事業 

(2）その他の事業・・・建築資機材の賃貸・販売に関する事業及びグラフィックフィルムのデザインの

企画・設計・制作・販売・施工に関する事業 

  

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。 

  

前第３四半期連結累計期間（平成19年４月１日～12月31日） 

海外売上高がないため、記載しておりません。 

  

（２）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  
建設工事業 
（千円） 

その他の事業
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高  2,892,391  99,004  2,991,395  (75,006)  2,916,389

営業費用  3,061,533  121,483  3,183,017  (53,181)  3,129,835

営業損失（△）  △169,142  △22,479  △191,621  (21,824)  △213,446

〔所在地別セグメント情報〕 

〔海外売上高〕 
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